
学生確保－1 

学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

ア． 設置又は定員を変更する学科等を設置する大学等の現状把握・分析 

新潟大学医学部医学科では，教育目標の一つに「地域の医療に貢献するとともに，国際的

に活躍できる人材の育成」を掲げており，地域の医師不足に係る切実な要請に応え，新潟県

内の将来の医療を担うという強い意志をもった者を対象とした「地域枠」による入学定員増

を実施してきた。新潟県内の臨床研修医数は徐々に増加してはいるものの，新潟県はいまだ

に深刻な医師不足の状況となっている。 

 

イ． 地域・社会的動向等の現状把握・分析 

近年の急速に進行する少子高齢化などに伴い，医療分野におけるニーズは日々，高度化・

多様化している。新潟県は，県土が広大なうえ過疎や豪雪等の地理的特性を有することに加

え，医師の都市部への集中に伴う地域的な偏在もあり，医師不足が深刻な問題となっている。 

最新の新潟県の医師偏在指標は 184.7（全国 255.6）で，全国 45 位と最低レベルである〔資

料１〕。また，将来時点（2036 年時点）において，新潟県は 1,500 人以上の医師が不足し，

医師養成数は年間 100 人以上が不足するとされている。現在，臨床研修医や専攻医など若手

医師は，東京都など都市部に集中していることから，新潟県では若手医師の確保が課題とな

っている。 

 

ウ． 新設学科等の趣旨目的，教育内容，定員設定等 

新潟大学医学部医学科では，医師不足に係る切実な地域ニーズを鑑み，平成 20 年度から入

学定員の臨時定員増を実施してきたが，現在認可されている臨時定員増が令和５年度で終了

すること及び新潟県では未だ深刻な医師不足の状態であることから，令和６年度に再度定員

増（40 人）を行い，新潟県と連携しつつ，地域における医師の確保ならびに地域医療を担う

医師の養成を推進し，深刻化著しい医師不足の解消に貢献する。 

なお，令和６年度限定の定員増を行うものであるため，教育課程等については，既設プロ

グラムを基礎として「地域医療」に関する授業及び実習を実施し，６年間を通じて継続的か

つ体系的に教育することにより，一層の教育効果の実現を図ることとする。 

また，「医学科における専門教育に関する授業科目履修方法」〔資料２〕のとおり，医学部

医学科専門科目に関する授業科目は全て必修としており，「地域枠」で入学する学生とそれ以

外の学生との区別は行っていない。 

「地域医療」に関する授業科目は次のとおりである。 

学年 授業科目名 科目の概要 

１年次 早期医学体験実

習 

(EME) 

医学学習の開始にあたり，医療の現場に接し，社会

における医学の役割を学ぶ。 

４年次 臨床実習ⅠＡ 

 

臨床実習ＩＡ，Ｂ，Ｃの開講期間に，各臨床科目を

ローテーションして臨床実習を行う。実際の医療に

接する場で，全人的医療を実践するために必要な各５年次 臨床実習ⅠＢ  
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 臨床科目の基本的知識，問題解決能力，技能および

態度を修得する。そのうち「地域医療」については，

遠隔地（魚沼地域）で実習を行う。 

５年次 臨床実習ⅠＣ 

５年次 臨床実習ⅡＡ 

 

 

 

臨床実習ⅡＡ，Ｂの開講期間に，４週間を１クール

とし，６クール（新潟大学医歯学総合病院３クール，

医師不足地域にある村上総合病院，魚沼基幹病院，

県立十日町病院，佐渡総合病院などを含む学外病院

３クール）を各臨床科目で臨床実習を行う。主とし

て，患者と接する医療現場において，医師として全

人的医療を実践するために必要な，患者，医師，他

職種医療スタッフとのコミュニケーション能力，身

体診察法，臨床推論，問題解決，治療計画，プレゼン

テーションなどの基本的臨床技能と態度を修得す

る。 

６年次 臨床実習ⅡＢ 

 

エ． 学生確保の見通し 

Ａ．学生確保の見通しの調査結果 

本学部の令和５年度オープンキャンパスにおいて，参加者 414 名に対してアンケート調査

を実施し，407 名より回答を得た。本アンケートの設問「参加の目的について，当てはまる

ものすべてにチェックしてください。（複数選択可。）」においては，118 名から「地域枠に興

味があるため」の回答があり，このことから，新潟県地域枠への関心が高いことが確認でき

る。 

【医学部医学科オープンキャンパス 2023・アンケート調査】 

【質問】 

参加の目的について，当てはまるものすべてにチェックしてください。（複数選択可。） 

【回答】 

・新潟大学医学部医学科を受験するつもりで，大学の様子を知っておきたいため（249 名） 

・医学部医学科を受験するつもりで，新潟大学医学部医学科と他大学を比較するため（177 名） 

・新潟大学を受験するつもりで，医学部医学科の受験を検討するため（46 名） 

・地域枠に興味があるため（118 名） 

・その他（17 名） 

 

また，本学部では，新潟県地域枠による入学定員の臨時定員増を実施した過去３年間で志

願倍率が３倍を超えていることから，令和６年度に新潟県地域枠による入学定員の臨時定員

増を実施した場合においても，学生の確保は十分可能であると考える。 
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Ｂ．新設学部等の分野の動向 

新潟県では医師不足を解消するため，本学部以外に，順天堂大学，関西医科大学，昭和大

学，東京医科大学，東邦大学，杏林大学，日本医科大学，日本大学，北里大学と連携し，新

潟県地域枠による入学定員の臨時定員増を実施している。 

各校における令和５年度新潟県地域枠の出願状況を調査したところ，志願倍率が非常に高

い値となっており，新潟県地域枠のニーズが高いことが確認できる。 

また、本学部においても過去３年間の志願倍率は３倍を超えていることから,令和６年度

に新潟県地域枠による入学定員の臨時定員増を実施した場合においても，学生の確保は十分

可能であると考える。 

なお，順天堂大学，杏林大学，日本大学における新潟県地域枠の志願倍率等については，

ホームページで公表されている入試情報は他県の地域枠と合算された総計となっているた

め，確認をすることはできなかった。 

 

 

 

  

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 志願倍率

令和３年度 27名 89名 89名 27名 3.2倍

令和４年度 33名 125名 125名 33名 3.7倍

令和５年度 40名 155名 155名 40名 3.8倍

入学年度
新潟県地域枠（新潟大学）

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 志願倍率

新潟大学 40名 155名 155名 40名 3.8倍

関西医科大学 2名 11名 11名 2名 5.5倍

昭和大学 7名 101名 94名 8名 14.4倍

東京医科大学 3名 15名 14名 3名 5.0倍

東邦大学 7名 100名 91名 7名 14.2倍

日本医科大学 2名 90名 86名 2名 45.0倍

北里大学 3名 10名 10名 3名 3.6倍

計 64名 482名 461名 65名 7.5倍

大学名
令和５年度 新潟県地域枠
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Ｃ．中長期的な 18 歳人口の全国的，地域的動向等 

全国の 18 歳人口の推移においては減少局面に入っており，今後も減少することが予測

されているが，一方で，大学進学率は上昇している。 

また，本学部の新潟県地域枠の８割を占める新潟県出身者の大学進学率については，平

成 19 年度と比較して上昇しており，このことから，令和６年度に新潟県地域枠による入学

定員の臨時定員増を実施した場合においても，学生の確保は十分可能であると考える。 
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Ｄ．競合校の状況 

本学部の競合校として，新潟県の隣県（山形県，群馬県，福島県，長野県，富山県）の国

立大学のうち，医学の学位を授与している山形大学医学部医学科，群馬大学医学部医学科，

信州大学医学部医学科，富山大学医学部医学科が競合校として想定される。 

各校の入試状況等を確認すると，志願倍率は３～４倍であり，競合校においても十分学生

が確保できているため，医学の分野に対するニーズは非常に高いと判断できる。なお，山形

大学は後期日程試験を実施していることから，志願者数及び志願倍率が高い値となっている。 

また，本学部においては，新潟県地域枠による入学定員の臨時定員増を実施しているにも

関わらず，令和５年度の志願倍率が３倍を超えている状況である。 

このことから，令和６年度に新潟県地域枠による入学定員の臨時定員増を実施した場合に

おいても，学生の確保は十分可能であると考える。 

 
 

Ｅ．既設学部等の学生確保の状況 

新潟大学医学部医学科の入学定員については，平成 20 年度に新医師確保総合対策に基づ

き臨時定員増が認められて以降，「地域枠」に係る増員が現在まで継続的に認められている。 

最近では，令和元年度を期限として認められた 22名の増員が令和３年度まで継続して認 

められ，また，令和３年度限りの５名増員が認められたことから，令和３年度の入学定員を

127 名とした（一般入試 80 名，推薦入試「一般枠：20 名，地域枠 27 名」）。令和４年度は，

地域枠として 33 名の臨時定員増が認められたことから，入学定員を 133 名（一般入試 80 名，

推薦入試「一般枠：20 名，地域枠 33 名」）とし，さらに令和５年度においては，地域枠の上

限となる 40 名の臨時定員増が認められたことから，入学定員を 140 名（一般入試 80 名，推

薦入試「一般枠：20 名，地域枠 40 名」）とした。 

令和６年度は，令和５年度と同様に地域枠として 40 名までの臨時定員増が認められたこ

とから，入学定員を 140 名（一般入試 80 名，推薦入試「一般枠：20 名，地域枠 40 名」に変

更するものである。 

本増員計画は，地域社会の要請に応え，地域における医師の確保ならびに地域医療を担う

医師の養成を図るものであり，入学者の選抜は，新潟大学医学部医学科学校推薦型選抜

「地域枠」（出願要件は，新潟県を含む全国の高等学校出身者）によるものとし，「一

般枠」と「地域枠」のそれぞれに募集人員を設け，地域枠希望者を区別して選抜を行う。 

医学部医学科における過去５年間の平均志願倍率からも，再度の入学定員増を行うことは

妥当であり，定員充足の見込みは高いと判断される。 

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 志願倍率

新潟大学医学部医学科 140名 542名 460名 149名 140名 3.8倍

山形大学医学部医学科 113名 829名 605名 116名 113名 7.3倍

群馬大学医学部医学科 108名 397名 290名 113名 108名 3.6倍

信州大学医学部医学科 120名 448名 375名 125名 120名 3.7倍

富山大学医学部医学科 105名 498名 348名 110名 106名 4.7倍

大学・学部名
令和５年度 入試状況
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 Ｆ.その他，申請者において検討・分析した事項 

オ． 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

令和５年度新潟大学医学部医学科オープンキャンパスは，新型コロナウイルス感染症の拡

大防止の観点から，人数制限を設けた来場型オープンキャンパスとインターネットを活用し

た Web 型オープンキャンパスをハイブリッドで実施するとともに，新潟県主催「地域医療を

担う医師を目指す医学部志望者向け大学入試等説明会」，また，新潟県内の高校（公立，私

立）に働きかけ，医学科への進学を真剣に考える学生に特化した「新潟大学医学部医学科体

験講座」において，地域枠への進学も含めた医学科への進学を促し入学者の確保に努めてい

る。このほか，医学科進学実績の高い県外高校での説明会の開催や医学部進学フォーラムな

どに参加している。 

これらの取組は，高校生に対し地域枠への進学を含めた本学医学科への進学モチベーショ

ンを高め，地域医療に従事する明確な意思をもった学生の確保に繋がると考えられる。 

 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

 ① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

新潟大学は，精選された教育課程を通じて，豊かな教養と高い専門知識を修得して時代の

課題に的確に対応し，広範に活躍する人材を育成することを教育目標に掲げている。これを

踏まえ，医学部医学科では「医学を通して人類の幸福に貢献する」という教育理念のもと６

つの教育目標を掲げている。 

（教育目標） 

1.豊かな人間性と高い倫理性を備え，全人的医療に貢献できる人材の育成 

2.高度の専門性を持つ医療チームの一員として貢献できる人材の育成 

3.広い視野と高い向学心を有する医学研究者・教育者となり得る人材の育成 

4.保健，医療，福祉，厚生行政に貢献できる人材の育成 

5.地域の医療に貢献するとともに，国際的に活躍できる人材の育成  

6.探求心，研究心，自ら学ぶ態度を生涯持ちつづける人材の育成  

 

②  上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

募集
人員

志願
者数

受験
者数

合格
者数

辞退
者数

入学
者数

歩留
率

定員
超過率

募集
人員

志願
者数

受験
者数

合格
者数

辞退
者数

入学
者数

歩留
率

定員
超過率

地域枠A 5 89 89 5 0 5 100% 1.0

地域枠B 12 88 88 12 0 12 100% 1.0

令和２年度 122 490 419 123 1 122 99.2% 1.0 地域枠 22 85 85 22 0 22 100% 1.0

令和３年度 127 434 382 131 4 127 96.9% 1.0 地域枠 27 89 89 27 0 27 100% 1.0

令和４年度 133 511 429 137 4 133 97.1% 1.0 地域枠 33 125 125 33 0 33 100% 1.0

令和５年度 140 542 460 149 9 140 94.0% 1.0 地域枠 40 155 155 40 0 40 100% 1.0

地域枠A 5 91 91 5 0 5 100% 1.0

地域枠B 12 89 89 12 0 12 100% 1.0

地域枠 22 85 85 22 0 22 100% 1.0

地域枠 27 89 89 27 0 27 100% 1.0

地域枠 33 125 125 33 0 33 100% 1.0

地域枠 40 155 155 40 0 40 100% 1.0

524 423 129133 4 97.0%

全体 学校推薦型選抜(推薦入試）【地域枠のみ抜粋】

入学年度

1.0

令和元年度 122 641 423 122 1.0124 2 98.4%

（過去５年平均) 129
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近年の急速に進行する少子高齢化などに伴い，医療分野におけるニーズは日々，高度化・

多様化している。新潟県は，県土が広大なうえ過疎や豪雪等の地理的特性を有することに加

え，医師の都市部への集中に伴う地域的な偏在もあり，医師不足が深刻な問題となっている。 

最新の新潟県の医師偏在指標は184.7（全国255.6）で，全国45位と最低レベルであり，ま

た，将来時点（2036年時点）において，新潟県は1,500人以上の医師が不足し，医師養成数は

年間100人以上が不足するとされている。 

新潟大学医学部医学科は，掲げる教育目標に沿い，地域の医師不足に係る切実な要請に応

え，地域における医師の確保ならびに地域医療を担う医師の養成を推進し，深刻化著しい医

師不足の解消に貢献するものである。 
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                （ 厚生労働省 医師偏在指標（都道府県別）（令和５年８月９日更新）） 

 

 

資料 １ 
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医 学 科 における専 門 教 育 に関 する授 業 科 目 履 修 方 法  
 

（新潟大学医学部規程 別表第３） 

授業科目名 

必 修 ・

選 択 の

別 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 5 年次 6 年次 卒業

要件

単位 

備考 
第 1 学期 第 2 学期 第 1 学期 第 2 学期 第 1 学期 第 2 学期 第 1 学期 第 2 学期 第 1 学期 第 2 学期 第 1 学期 第 2 学期 

医学入門 必修  2           2  

早 期 医 学 体 験 実 習

(EME) 

必修 
1            1 

 

発生学 必修    1         1  

人 体 の 構

造 と 機 能

Ⅰ 

生理学 必修   3          3  

解剖総論 必修   2          2  

肉眼解剖学 必修   5.5          5.5  

組織学総論 必修   2          2  

人 体 の 構

造 と 機 能

Ⅱ 

神経の構造 必修    2         2  

生理学 必修    3         3  

生理学実習 必修    2         2  

組織学各論 必修    4         4  

生体内物質と代謝 必修   4          4  

病気と遺伝学 必修    1         1  

分子生物学 必修    2.5         2.5  

基礎薬理 必修     3.5        3.5  

病理総論 必修     3        3  

生 体 防 御

と感染 

細菌学 必修     3        3  

免疫学 必修     2.5        2.5  

ウイルス学 必修     2        2  

医動物学 必修     1        1  

総合 必修     1.5        1.5  

疫学 必修    1.5         1.5  

医学情報学(基礎) 必修    1.5         1.5  

医学情報学(応用) 必修       0.5      0.5  

環境医学 必修     1.5        1.5  

法医学 必修       2      2  

公衆衛生学 必修       2      2  

医学英語Ⅰ 必修    0.5         0.5  

医学英語Ⅱ 必修        0.5     0.5  

基礎臨床統合Ⅰ 必修   1          1  

基礎臨床統合Ⅱ 必修    1         1  

統合臨床医学 必修     4        4  

臨 床 実 習

入門 

CBT 必修        2     2  

OSCE 必修        4     4  

臓器別講義・演習Ⅰ 必修      15       15  

臓器別講義・演習Ⅱ 必修       18      18  

臓器別講義・演習Ⅲ 必修        7     7  

臨床実習ⅠA 必修        7     7  

臨床実習ⅠB 必修         15    15  

臨床実習ⅠC 必修          15   15  

臨床実習ⅡA 必修          7   7  

臨床実習ⅡB 必修           15  15  

臨床医学講義(集中) 必修            7 7  

医学研究実習 必修      7       7  

年次(前期・後期)別修得単位

数 
 1 2 17.5 20 22 22 22.5 20.5 15 22 15 7 186.5  

資料 ２ 
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